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科　　目 金　　額 説　　明

市 税 138 億 2000 万円 市民が納める税金

諸 収 入 9 億 813 万円 手数料や使用料など、
市が収入するもの

繰 入 金 7 億 1059 万円 主に基金を取り崩して
使うもの

繰 越 金 5 億円 前年度から繰り越され
る剰余金

国・県支出金 55 億 2686 万円 使う目的が決まってい
る国や県からの補助金

地 方 交 付 税 22 億 8000 万円
自治体間の財政力格差
を調整するために国か
ら配分されるもの

市 債 15 億 4250 万円 市の財源不足を補うた
めの借金

会　　　　計 平成 26 年度予算額
対前年度比較

増減額 増減率
一 般 会 計 ２７７億２０００万円 ７億４０００万円 ２．７％
特 別 会 計 ２１５億４０１０万円 ６億６４７０万円 ３．２％
水 道 事 業 会 計 　２９億７４００万円 １１２０万円 ０．４％
総 計 ５２２億３４１０万円 １４億１５９０万円 ２．８％

市税
49.9%

繰越金　1.8%
諸収入
3.3%

繰入金　2.6%

その他
2.5%

国・県支出金
19.9%

地方交付税
8.2%

市債
5.6%

その他
6.2%

自主財源
60.1%

依存財源
39.9%

歳 入

◆◆◆◆◆◆◆◆◆  グラフで見る平成26年度一般会計予算  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
本
年
４
月
よ
り
消
費

税
が
５
％
か
ら
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
本
市

を
取
り
巻
く
経
済
状
況

は
、
依
然
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
平
成
26
年
度
の
当

初
予
算
案
を
、
上
の
表

の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
平
成
25
年
度
に
引
き

続
き
、「
高
齢
者
の
安

気
づ
く
り
」「
子
育
て

世
代
の
安
心
づ
く
り
」

「
地
域
・
経
済
の
元
気

づ
く
り
」「
ま
ち
の
安

全
づ
く
り
」
の
４
つ
を

重
点
方
針
と
し
て
『
若

い
世
代
が
住
み
た
い
と

感
じ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

の
創
造
』
を
め
ざ
し
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　平成 26年第１回可児市議会定例会を２月 21日から３月 20日までの 28日間の会期で開き、
平成 26年度の当初予算や平成 25年度の補正予算など、36議案を審議しました。

選択と集中による効果的な財源投入で、
　 一般会計  ２７７億 ２０００万円

前年度比２．７％増

平成26年度予算を可決
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　１．高齢者の安気づくり

　　　○高齢者生きがい推進事業　１８９０万円
　　　○高齢者福祉施設整備事業　１億５２２５万円
　　　○後期高齢者医療事業　７億４５１０万円
　　　★在宅医療・介護推進事業（地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組み等）　７４万円

　２．子育て世代の安心づくり

　　　★ひとり親家庭支援事業　３億７６１３万円
　　　★いじめ防止教育推進事業　１２万円
　　　○中学校校舎大規模改造事業（普通教室へのエアコン取り付け等）　１億６９００万円
　　　★駅前子育て等空間創出事業　 １４５５万円

　３．地域・経済の元気づくり

　　　○社会貢献システムモデル事業（地域通貨を利用した地域活性化事業）　８４０６万円
　　　○美濃桃山陶の聖地調査・保存・ＰＲ事業　１４４５万円
　　　○リフレッシュルート推進事業　３４９万円
　　　○団地再生事業（空き家等活用促進）　１１７万円

　４．まちの安全づくり

　　　○防災行政無線整備事業　７５００万円
　　　★国道 21 号４車線化に伴う道路新設事業　１億５００万円
　　　○橋りょう長寿命化事業　３８００万円
　　　○道路維持事業　３億９１３３万円

予算編成４つの柱と主な事業
（★は新規事業、１万円未満切り捨て）

科　　目 金　　額 説　　明

民 生 費 97 億 6162 万円
福祉、生活保護、子育
てなどの事業に要する
経費

教 育 費 40 億 5657 万円
学校教育、生涯学習、
スポーツ振興などの事
業に要する経費

土 木 費 39 億 1822 万円 道路、公園等整備事業
などに要する経費

総 務 費 28 億 9713 万円
選挙や戸籍、徴税、市
の財産管理などに要す
る経費

衛 生 費 26 億 849 万円
成人保健、母子保健、
環境保全などの事業に
要する経費

公 債 費 21 億 759 万円 市の借金返済や利子の
支払いにあてる費用

議 会 費 2 億 7341 万円 議会活動に要する経費

議会費　1.0%

総務費
10.5%

衛生費
9.4%

公債費
7.6%

民生費
35.2%

教育費
14.6%

土木費
14.1%

その他
7.6%

歳 出

第 1 回定例会

3　　かに市議会だより　2014.5.1



提出された議案と審議結果

請願の結果一覧

今回提出された議案は、予算 19 件、条例６件、人事１件、契約１件、その他４件、請願２件、
委員会提案２件、議員提案１件で、請願以外はすべて原案のとおり可決されました。

３月定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で可決しています。
伊
藤
　
　
壽

出
口
　
忠
雄

板
津
　
博
之

山
口
　
正
博

伊
藤
　
英
生

佐
伯
　
哲
也

川
上
　
文
浩

山
田
　
喜
弘

澤
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伸

酒
井
　
正
司

川
合
　
敏
己

天
羽
　
良
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野
呂
　
和
久

山
根
　
一
男

中
村
　
　
悟

小
川
　
富
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伊
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冨
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牧
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亀
谷
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志

林
　
　
則
夫

議案第１号　平成 26 年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○
議案第２号　平成 26 年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第３号　平成 26 年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第４号　平成 26 年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
請願第１号　特定秘密保護法撤廃を求める請願書 ● ● ● ● ○ ● - ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ●
請願第２号　要支援者を介護予防給付から外すことに反対する請願書 ● ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ●
※○は賛成　●は反対　　※議長（川上文浩）は、採決に加わらない

番号 件名 結果

議
案

1 平成26年度一般会計予算 ○
2 平成26年度国民健康保険事業特別会計予算 ○
3 平成26年度後期高齢者医療特別会計予算 ○
4 平成26年度介護保険特別会計予算 ○

5 平成26年度自家用工業用水道事業特別会計
予算 ◎

6 平成26年度公共下水道事業特別会計予算 ◎

7 平成26年度特定環境保全公共下水道事業特
別会計予算 ◎

8 平成26年度農業集落排水事業特別会計予算 ◎

9 平成26年度可児駅東土地区画整理事業特別
会計予算 ◎

10 平成26年度土田財産区特別会計予算 ◎
11 平成26年度北姫財産区特別会計予算 ◎
12 平成26年度平牧財産区特別会計予算 ◎
13 平成26年度二野財産区特別会計予算 ◎
14 平成26年度大森財産区特別会計予算 ◎
15 平成26年度水道事業会計予算 ◎
16 平成25年度一般会計補正予算（第３号） ◎

17 平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号） ◎

18 平成25年度公共下水道事業特別会計補正予
算（第１号） ◎

19 平成25年度可児駅東土地区画整理事業特別
会計補正予算（第１号） ◎

番号 件名 結果

議
案

20 職員の修学部分休業及び高齢者部分休業に
関する条例の一部改正 ◎

21 非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正 ◎

22 青少年問題協議会設置条例を廃止する条例 ◎
23 社会教育委員条例の一部改正 ◎

24 知的障がい者通所施設の設置及び管理に関
する条例の一部改正 ◎

25 農業集落排水処理施設の設置及び管理に関
する条例等の一部改正 ◎

26 土田財産区管理委員の選任 ◎
27 請負契約の締結 ◎
28 指定管理者の指定に係る指定期間の変更 ◎
29 指定管理者の指定に係る施設の名称の変更 ◎
30 市道路線の廃止 ◎
31 市道路線の認定 ◎

請
願

1 特定秘密保護法撤廃を求める請願書 △

2 要支援者を介護予防給付から外すことに反
対する請願書 △

発
委

1 政務活動費の交付に関する条例の一部改正 ◎
2 会議規則の一部改正 ◎

発
議 1 地域経済のさらなる発展と雇用の安定を求

める意見書 ◎

【結果の表示記号】   ◎全会一致で可決
○賛成多数で可決 △賛成少数で不採択

請願名 請願者 委員会意見・結果 付託委員会 本会議

特定秘密保護法撤廃を求める
請願書

新日本婦人の会可児支
部  支部長　小林宏子

国際社会で信頼関係を構築す
るためにも、この法律は必要
であるので、不採択

総務企画 不採択

要支援者を介護予防給付から
外すことに反対する請願書

岐阜県社会保障推進協
議会 会長　高田一朗

介護予防を推進するためには、
市町村が主体的に取り組むこ
とが不可欠なので、不採択

教育福祉 不採択

第 1 回定例会

かに市議会だより　2014.5.1　　4



予
算
決
算
委
員
会

　

今
期
定
例
会
で
は
、

平
成
25
年
度
補
正
予
算

４
件
、
平
成
26
年
度
予

算
15
件
に
つ
い
て
、
６

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

１
６
９
件
の
質
疑
を
行

う
な
ど
、
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
全
て
の
議

案
を
適
正
と
認
め
可
決

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
以
下
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
反
対
、

賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会

計
予
算市

民
課
の
窓
口
業

務
を
委
託
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
臨
時
職

員
の
雇
用
問
題
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

公
務
の
民
間
化
に
は
問

題
が
あ
る
と
い
う
立
場

で
反
対
。

若
い
世
代
が
住
み

た
い
と
感
じ
る
魅

力
あ
る
ま
ち
の
創
造
を

目
標
に
し
て
、
４
つ
の

重
点
方
針
の
も
と
に
予

算
編
成
さ
れ
、
前
年
ま

で
の
施
策
の
積
み
上
げ

の
上
に
新
規
事
業
、
社

会
貢
献
シ
ス
テ
ム
の
地

域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制

度
事
業
、
駅
前
子
育
て

等
空
間
創
出
事
業
な
ど

を
加
え
、
年
々
内
容
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

中
・
長
期
的
展
望
の
も

と
に
着
実
に
施
策
が
進

め
ら
れ
て
い
る
点
を
評

価
し
賛
成
。

新
規
事
業
の
地
域

支
え
愛
ポ
イ
ン
ト

制
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
性
格
な
ど
か

ら
、
地
域
通
貨
と
は
そ

り
が
合
わ
な
い
う
え
、

交
付
の
対
象
団
体
、
活

動
と
そ
の
基
準
が
不
鮮

明
で
、
市
民
の
間
に
混

乱
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
慎

重
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
医
療
機
器
充

実
補
助
金
に
つ
い
て
、

市
は
岐
阜
社
会
保
険
病

院
を
市
民
病
院
の
代
替

病
院
と
し
な
い
方
針
で
、

４
月
１
日
か
ら
経
営
母

体
も
病
院
名
も
変
わ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た

に
補
助
金
を
出
す
理
由

を
明
確
化
す
べ
き
、
と

い
う
点
か
ら
反
対
。

地
域
に
お
け
る
防

災
体
制
の
中
核
的

な
役
割
を
果
た
す
消
防

団
の
処
遇
改
善
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
女
性
消
防

団
員
の
導
入
等
、
地
域

住
民
自
ら
に
よ
る
防
災

力
向
上
の
取
り
組
み
に

も
期
待
し
賛
成
。

地
域
・
経
済
の
元

気
づ
く
り
と
い
う

こ
と
で
の
観
光
関
連
事

業
に
つ
い
て
、
観
光
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
展

開
が
期
待
で
き
る
と
と

も
に
、
美
濃
桃
山
陶
の

聖
地
調
査
、
保
存
・
Ｐ

Ｒ
事
業
に
も
増
額
予
算

で
あ
り
、
今
後
の
可
児

市
の
顔
づ
く
り
と
い
う

こ
と
で
の
展
開
に
期
待

が
で
き
る
こ
と
か
ら
賛

成
。平

成
26
年
度
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算単

年
度
黒
字
が
続

い
て
い
る
が
、
剰

余
金
は
全
額
、
国
民
健

康
保
険
基
金
に
積
み
増

し
て
、
さ
ら
な
る
値
上

げ
を
抑
制
す
る
た
め
に

使
う
べ
き
で
あ
る
。
高

過
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

税
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
立
場
か
ら
反
対
。

保
険
給
付
費
77
億

円
な
ど
、
大
き
な

予
算
規
模
で
は
あ
る
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医

療
を
賄
う
た
め
に
欠
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
国
民
健
康
保

険
税
の
収
納
率
を
向
上

さ
せ
経
営
努
力
を
し
て

き
た
が
、
今
後
の
国
民

健
康
保
険
事
業
の
財
政

安
定
運
営
の
た
め
に
、

さ
ら
な
る
努
力
を
す
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
。

平
成
26
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算後

期
高
齢
者
医
療

保
険
は
、
制
度
設

計
そ
の
も
の
に
矛
盾
が

あ
り
、
後
期
高
齢
者
の

増
加
と
と
も
に
、
保
険

料
の
値
上
げ
を
繰
り
返

す
こ
の
制
度
は
廃
止
す

べ
き
と
の
立
場
か
ら
反

対
。

昨
年
の
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会

議
の
報
告
で
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
創

設
か
ら
既
に
５
年
が
経

過
し
、
十
分
に
定
着
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

と
さ
れ
、制
度
の
維
持・

存
続
で
一
定
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
医
療
制
度
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
適

正
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
必
要
不
可

欠
な
制
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
。

平
成
26
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

介
護
需
要
に
見
合

う
仕
組
み
が
育
成

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

よ
り
、
被
保
険
者
、
要

介
護
認
定
者
と
も
増
加

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
が
計
画
通
り
増
え

て
い
な
い
上
、
第
５
期

介
護
保
険
料
も
基
準
月

額
で
４
９
０
０
円
に
値

上
げ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

り
、
保
険
あ
っ
て
も
介

護
な
し
と
い
う
現
状
か

ら
反
対
。

社会貢献システムで使用されるK-money

地域支え愛ポイント制度のボランティア手帳
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平成 25年９月議会における新年度予算への提言に対する対応
１　予算編成および執行について
　→「可児市政　４つの柱と重点事業計画」に掲げる目標を達成するため、重点事業を重視した予
算編成とし、メリハリのある予算とした。また、予算執行にあたっては、予算事業が未執行となら
ないよう適正な予算管理に努める。
２　地域防災計画の運用について
　→可児市地域防災計画に基づき、個別計画・マニュアルの策定や更新を行い災害に備える。共助
を担う自主防災組織については、自治連絡協議会を通じ水防・防災訓練等を行い、防災力の向上を
図っていく。また地域防災力向上事業補助金の活用や災害時の地域リーダーを育てる防災リーダー
養成講座を行うことで地域格差が生じないよう働きかけていく。
３　リニア中央新幹線建設にかかわる情報公開について　
　→建設に係る地元への説明や情報提供は、市も積極的に関わっていくが、現時点での具体的スケ
ジュールは未定。平成 26 年度は総合政策課が、ＪＲや岐阜県との調整窓口となり対応することで、
市民への適切な情報提供と対応は可能と考え、組織・体制は現状維持とするが、随時建設の進捗状
況の確認と情報交換を行い、長期的視点に立ち市民生活に影響のないよう柔軟な対応を行う。
４　ファシリティマネジメントについて　
　→各施設における利用実態から現状施設の課題を洗い出すとともに、可児市の人口推計の推移と
整合性のとれた施設の在り方を検討する。また、各施設の過去の建設費・維持補修履歴・改修履歴
を把握し、今後 50 年間に要する運営経費や更新費用等を含めた総事業費を推計する。
　橋りょう、上下水道施設、農業施設等のインフラについては、利用者の安全確保と長寿命化に向
けた方策を検討する。総合的・長期的視点に立ち、限られた予算の中で市有財産を有効に活用して
いくための方策を所管課と協議の上、今後の在り方を検討していく。
５　歴史文化遺産への取り組みについて　
 　→大萱古窯跡群や美濃金山城跡などの歴史文化遺産は可児市の宝であり、いろいろな分野にお
いてそれらと連携した施策を展開し、ＰＲなどを積極的に進める。
　歴史文化遺産を活用することに特化したグランドデザインを策定する予定はないが、平成 27 年
度には市が目指すべき総合的な長期目標の検討も予定しており、そこに盛り込むことを考えている。

平成 25 年 9 月議会における予算決算委員会
の決算審査の中で、新年度予算に対する５つの
提言をまとめました。26 年度予算は、それが
反映された形となっています。

平成２５年９月 予算決算委員会
平成２４年度決算議案を審査・認定

市　長 平成26年度予算に反映

平成26年度予算編成に
活かすための
5項目の提言

審査結果報告
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総
務
企
画
委
員
会

　

今
期
定
例
会
で
は
、

条
例
の
一
部
改
正
２
件

を
審
査
し
、
全
会
一
致

で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願
１
件

を
審
査
し
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

委
員
　
今
回
新
た
に
規

定
す
る
特
定
災
害
と
は
、

ど
う
い
う
場
合
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

防
災
安
全
課
長
　
災
害

や
事
故
等
で
死
亡
者
が

多
数
発
生
し
た
場
合
の

遺
体
捜
索
、収
容
、洗
体
、

搬
送
や
、
原
子
力
事
故

時
の
年
間
放
射
線
実
効

線
量
が
20
ミ
リ
シ
ー
ベル

ト
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る

居
住
制
限
区
域
で
、
消

防
団
が
避
難
誘
導
や
最

終
確
認
な
ど
を
す
る
場

合
に
、
特
定
災
害
と
し
て

５
千
円
を
支
給
す
る
と
い

う
制
度
を
設
け
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
撤

廃
を
求
め
る
請
願

特
定
秘
密
は
、
防

衛
、
外
交
、
特
定

の
有
害
活
動
の
防
止
、

テ
ロ
活
動
の
防
止
の
４

分
野
で
あ
る
。
こ
の
中

に
は
、
国
の
大
変
重
要

な
情
報
が
あ
る
。
国
会

で
は
秘
密
監
視
機
関
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お

り
、
不
安
解
消
の
た
め
、

国
会
で
十
分
議
論
を
つ

く
し
、
説
明
責
任
を
果

た
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
保
護
す
べ
き

情
報
は
厳
密
に
管
理
し
、

そ
れ
以
外
の
情
報
は
全

て
開
示
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
不
採
択
。

秘
密
の
特
定
と
運

営
上
の
取
り
締
ま

り
を
行
う
の
は
ど
ち
ら
も

内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
。

ま
た
、
外
交
や
軍
事
等

の
秘
密
の
保
持
は
、
現

行
の
法
律
で
対
処
し
て
い

る
。
問
題
な
の
は
、
そ

れ
ら
の
運
用
方
法
で
あ

り
、
新
た
に
中
身
の
特

定
さ
れ
な
い
不
自
然
な

法
律
を
作
り
、
歯
止
め

を
か
け
る
方
法
も
な
い
や

り
方
は
全
く
適
切
で
な
い

こ
と
を
指
摘
し
採
択
。

建
設
市
民
委
員
会

　

今
期
定
例
会
で
は
、

条
例
の
廃
止
１
件
、
一

部
改
正
２
件
、
そ
の
他

２
件
を
審
査
し
、
全
会

一
致
で
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
条
例

の
一
部
改
正

委
員
　
社
会
教
育
委
員

は
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
文
化
室
長
　

社
会
教
育
委
員
は
、
社

会
教
育
法
お
よ
び
社
会

教
育
委
員
条
例
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
て
い

る
。
社
会
教
育
委
員
の

役
割
は
、
社
会
教
育
に

関
し
教
育
長
を
経
て
教

育
委
員
会
に
助
言
を
す

る
。
ま
た
、
地
域
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

家
庭
、
学
校
、
地
域
住

民
の
意
思
を
社
会
教
育

行
政
に
伝
え
る
役
割
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
家
庭
教
育
に
関
係

す
る
機
関
や
団
体
等
と

連
携
・
協
力
し
、
家
庭

の
教
育
力
を
高
め
て
い

く
活
動
を
進
め
て
い
く
。

委
員
　
条
例
文
に
あ

る
「
家
庭
教
育
の
向
上

に
資
す
る
活
動
を
行
う

者
」と
は
何
を
さ
す
の
か
。

生
涯
学
習
文
化
室
長
　

家
庭
教
育
学
級
の
関
係

者
や
、
子
育
て
支
援
活

動
を
行
う
団
体
な
ど
を

さ
す
。

委
員
　
条
例
改
正
に
よ

っ
て
、
何
か
変
わ
る
こ

と
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
文
化
室
長
　

第
三
次
地
方
分
権
一
括

法
に
よ
り
、
社
会
教
育

法
で
定
め
ら
れ
て
い
た

も
の
を
、
各
市
町
村
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
に

な
り
、
地
域
の
自
主
性

を
重
ん
じ
る
と
い
う
方

針
の
も
と
に
行
っ
た
改

正
で
あ
り
、
中
身
は
変

わ
ら
な
い
。

教
育
福
祉
委
員
会

　

今
期
定
例
会
で
は
、

条
例
の
一
部
改
正
１
件
、

そ
の
他
２
件
を
審
査

し
、
全
会
一
致
で
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
請
願
１
件
を
審
査

し
、
全
会
一
致
で
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

知
的
障
が
い
者
通
所

施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

委
員
　
こ
の
変
更
に
よ

っ
て
、
国
・
県
か
ら
ど

れ
く
ら
い
の
補
助
金
が

見
込
め
る
の
か
。
ま
た
、

利
用
者
の
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
次
長
　
約

１
１
０
０
万
円
か
ら
１

２
０
０
万
円
が
国
・
県

の
負
担
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
法
定
施
設
に
な

る
の
で
、
１
割
の
利
用

負
担
が
発
生
し
、
現
在

の
利
用
者
で
は
、
１
人

か
２
人
に
負
担
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。

要
支
援
者
を
介
護
予

防
給
付
か
ら
外
す
こ

と
に
反
対
す
る
請
願

特　
社
会
保
障
給
付
を

抑
制
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
流
れ

の
中
で
、
介
護
給
付
費

を
抑
制
す
る
こ
と
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

　
現
在
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
、業
者

の
方
、行
政
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
関
門
で
あ

る
が
、こ
れ
を
き
っ
か
け

に
地
域
支
援
事
業
と
し

て
、健
康
な
高
齢
者
が
核

と
な
り
、地
域
の
助
け
合

い
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
こ
の
改
革
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
不
採
択
。

※
平
成
26
年
3
月
6
日

付
け
で
教
育
福
祉
委
員

会
の
正
副
委
員
長
が
替

わ
り
ま
し
た
。

新
委
員
長

　
　
山
口　
正
博
議
員

新
副
委
員
長

　
　
出
口　
忠
雄
議
員
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問　
岐
阜
県
は
、
森
や

木
と
ふ
れ
あ
い
、
人
と

人
、
人
と
自
然
と
の
つ

な
が
り
を
自
ら
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
豊
か
な

心
を
育
む
「
木
育
」
を

進
め
て
い
る
。
木
育
を

積
極
的
に
導
入
し
て
は
。

　

ま
た
、
駅
前
公
共
用

地
に
、
東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
の
よ
う
な
木
と

ふ
れ
あ
っ
て
遊
べ
る
よ

う
な
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
本
市

で
は
県
の
木
育
30
年
ビ

ジ
ョ
ン
を
強
く
意
識
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
平
成
26
年
2
月
に

は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
保
育
園
年
長

組
が
お
別
れ
遠
足
に
鳩

吹
山
登
山
を
行
っ
た
。

ま
た
、
絆
る
ー
む
で
は
、

開
設
当
初
か
ら
木
の
お

も
ち
ゃ
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

　
駅
前
に
建
設
す
る
建

物
で
、
子
ど
も
が
集
ま

る
場
所
で
使
う
遊
具
や

お
も
ち
ゃ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

問　
児
童
セ
ン
タ
ー
を

指
定
管
理
に
移
行
す
る

動
き
が
あ
る
が
、
質
の

確
保
が
で
き
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
、
課

題
・
問
題
点
を
整
理
し

た
上
で
、
心
配
す
る
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
検
討
を
進
め
た
い
。

木
育（
も
く
い
く
）の
す
す
め

岐阜県林政部発行冊子「木育のいっぽ」

児
童
セ
ン
タ
ー
、
今

後
の
運
営
方
針
は

冨
とみ
田
だ
　牧
まき
子
こ

問　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

住
宅
改
修
費
の
支
給
と

介
護
予
防
住
宅
改
修
費

支
給
に
つ
い
て
、
地
元

の
事
業
者
を
利
用
し
て

い
く
た
め
の
方
策
は
あ

る
か
、
ま
た
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
と
の

連
携
は
。

健
康
福
祉
部
参
事　
介

護
保
険
制
度
は
、
国
民

健
康
保
険
制
度
と
同
様
、

サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
選

択
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

制
度
の
趣
旨
か
ら
も
、

市
内
事
業
者
に
限
る
登

録
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。
同
じ

工
事
で
あ
っ
て
も
工
事

箇
所
が
介
護
保
険
と
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
と
明
確
に
分
か
れ
て

い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
の
利
用
が
出
来
る
。

問　
住
宅
改
修
施
工
業

者
登
録
制
度
導
入
に
つ

い
て
本
市
の
考
え
方
は
。

健
康
福
祉
部
参
事　
制

度
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
。
現
在
は
利
用
者

が
一
旦
工
事
費
用
を
全

額
支
払
い
、
後
で
保
険

給
付
分
９
割
を
お
返
し

す
る
償
還
払
い
方
式
を

と
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

事
業
者
へ
支
払
う
現
物

給
付
方
式
に
変
え
る
こ

と
は
、
利
用
者
に
と
っ

て
も
有
益
な
仕
組
み
と

考
え
る
。
今
後
国
が
示

す
指
針
を
確
認
し
検
討

し
て
い
く
。

介
護
保
険
で
の
住
宅
改
修
等
の
あ
り
方トイレの手すり設置参考例

厚
労
省
の
示
す
新
制

度
導
入
の
検
討
は

澤
さわ
野
の
　伸
しん

※一般質問の紙面については質問議員が作成しています。
ご不明な点は議員にお尋ねください。
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問　
Ｊ
Ｒ
側
は
、
計
画

路
線
の
変
更
は
な
い
と

し
、
本
市
の
意
見
は
届

か
な
い
現
状
だ
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
文
化
財
を

守
れ
と
の
市
民
の
民
意

に
そ
え
な
い
。
大
間
原

発
の
建
設
差
し
止
め
訴

訟
の
函
館
市
の
例
も
あ

る
の
で
、
市
と
し
て
法

的
対
抗
措
置
を
取
る
考

え
は
あ
る
か
。

企
画
経
済
部
長　
３
月

25
日
に
準
備
書
に
対
し
岐

阜
県
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
意
見
書

が
提
出
さ
れ
、
今
夏
ご
ろ

に
環
境
影
響
評
価
の
結
果

が
判
明
す
る
予
定
。
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
建
設
計
画

そ
の
も
の
に
異
論
は
な
く
、

市
は
早
期
実
現
を
願
っ
て

い
る
。
今
は
県
で
の
慎
重

な
審
議
を
見
守
っ
て
い
る

段
階
だ
。
県
の
意
見
、
Ｊ

Ｒ
の
対
応
を
見
守
る
。

問　
４
年
間
で
経
済
波

及
効
果
が
22
億
円
余
と

い
う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
、
地
域
経
済
を

振
興
発
展
さ
せ
る
の
か
。

企
画
経
済
部
参
事　
消

費
増
税
に
よ
る
冷
え
込

み
を
防
ぐ
た
め
助
成
制

度
は
継
続
す
る
が
、
支

払
い
は
現
金
で
は
な
く

地
域
通
貨
Ｋ
マ
ネ
ー
で

助
成
す
る
。
市
内
で
の

商
業
振
興
に
も
つ
な
げ
、

市
内
で
の
確
実
な
消
費

を
喚
起
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
え
た
い
。

地
域
・
経
済
の
元
気
づ

く
り
を
進
め
る
。

リ
ニ
ア
問
題
　
見
切
り
発
車
を
許
す
な

地
域
経
済
を
守
る
施

策
の
発
展
を

美濃焼関連史跡の保全で地下化を求める地区
出典：市教育文化財課資料に加筆

伊
い
藤
とう
　健
けん
二
じ

問　
現
行
の
「
障
が
い

程
度
区
分
」
で
は
一
次

で
低
く
判
定
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
知
的
・
精
神

障
が
い
に
つ
い
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
判
定
式
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
平
成

26
年
４
月
か
ら
新
判
定

式
の
「
障
が
い
支
援
区

分
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
１
次
判
定
か
ら
２

次
判
定
へ
移
る
際
の

個
々
の
障
が
い
者
の
特

性
に
配
慮
す
る
作
業
が

省
略
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
２
次

判
定
で
は
、
認
定
審
査

会
に
お
い
て
医
師
の
意

見
書
等
も
踏
ま
え
判
定

さ
れ
る
た
め
、
作
業
が

省
略
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
公
民
館
講
座
を
運

営
す
る
際
の
受
講
料
・

講
師
料
・
材
料
費
等
の

決
済
が
、
平
成
24
年
度

か
ら
全
て
市
役
所
に
集

中
さ
れ
、
講
師
が
一
時

的
に
材
料
費
を
立
て
替

え
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、

運
営
側
の
手
間
が
増
え

た
と
の
声
が
あ
る
が
、

市
の
考
え
は
。

市
民
部
長　
公
民
館
講

座
は
市
の
事
業
で
あ
り
、

平
成
24
年
度
よ
り
一
般

会
計
か
ら
支
出
し
て
い

る
。
経
費
等
も
振
り
込

み
で
支
払
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
お
り
、
適
正

な
予
算
執
行
に
必
要
な

手
続
と
し
て
御
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

障
が
い
支
援
区
分
へ
見
直
し
の
影
響
は

個性に配慮した支援を

公
民
館
講
座
の
運
営

を
よ
り
便
利
に

伊
い
藤
とう
　英
ひで
生
お
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問　
職
員
の
育
成
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。
市
長

の
考
え
を
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　
職
員
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
各
職

員
に
情
報
を
し
っ
か
り

伝
達
し
指
導
す
る
こ
と

で
、
最
優
先
事
業
か
ら

日
常
的
な
業
務
ま
で
市

長
の
考
え
方
が
広
く
浸

透
し
つ
つ
あ
り
、
常
に

挑
戦
し
て
い
く
姿
勢
が

出
て
き
て
い
る
。
庁
議

を
原
則
毎
週
一
回
開
催

し
、
活
発
な
議
論
と
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
長
と
担
当

部
課
と
の
打
ち
合
わ
せ

を
頻
繁
に
行
い
、
業
務

に
支
障
の
な
い
限
り
若

手
職
員
も
同
席
さ
せ
、

市
長
の
考
え
方
を
職
員

に
伝
え
、
議
論
を
行
っ

て
い
る
。

問　
職
員
の
電
話
や
窓

口
で
の
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
は
大
丈
夫
か
。

副
市
長　
逗
子
ス
ト
ー

カ
ー
殺
人
事
件
の
報
道

が
あ
っ
た
昨
年
11
月
７

日
、
総
務
課
か
ら
全
職

員
宛
て
に
電
子
掲
示
板

で
、
電
話
、
窓
口
対
応

に
対
し
注
意
喚
起
を
し

た
。
ま
た
、
同
月
18
日

に
、
危
機
管
理
規
程
に

基
づ
き
危
機
管
理
対
策

委
員
会
を
開
催
し
電
話・

窓
口
等
で
の
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

対
応
策
を
協
議
し
た
。

職
員
の
資
質
向
上
と
人
事
政
策
を
問
う

山
やま
田
だ
　喜
よし
弘
ひろ

ＯＪＴ…職場内教育
ＯＦＦ - ＪＴ…職場外教育

労働生産性が高いと認識している企業の実態
出典：平成 19年度能力開発基本調査より作成

職
員
の
法
令
順
守
へ

の
対
応
は
ど
う
か

問　
日
常
生
活
を
送
る

上
で
、
読
む
こ
と
や
自

己
の
意
思
を
あ
ら
わ

す
た
め
に
書
く
こ
と

は
、
必
要
不
可
欠
な
行

為
で
あ
る
。
視
力
が
低

下
し
た
人
や
高
齢
者
等

は
、
こ
の
読
む
こ
と
と

書
く
こ
と
が
十
分
に
保

障
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
本
市
に
お
い

て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

確
保
で
き
る
専
門
の
支

援
員
の
養
成
に
取
り
組

む
な
ど
、
代
読
・
代
筆

支
援
を
い
つ
で
も
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
市
の

考
え
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　
代
読・

代
筆
支
援
は
、
視
力
が

低
下
し
た
高
齢
者
等
に

対
し
て
、
市
内
４
カ
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
視
覚
障
が
い
者
に

つ
い
て
は
、
同
行
援
護

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
対
応

し
て
い
る
。

問　

さ
つ
き
バ
ス
は
、

平
成
25
年
10
月
に
運
行

ル
ー
ト
や
運
賃
等
の
見

直
し
が
さ
れ
た
。
再
編

後
の
利
用
者
の
声
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
吸
い

上
げ
て
い
る
か
。

企
画
経
済
部
長　
利
用

者
の
生
の
声
を
聞
く
た

め
、
２
月
中
旬
か
ら
さ

つ
き
バ
ス
の
車
内
に
意

見
箱
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

で
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
。

高
齢
者
等
に
代
読
・
代
筆
支
援
を

さ
つ
き
バ
ス
利
用
者

の
意
見
集
約
は

野
の
呂
ろ
　和
かず
久
ひさ

地域包括支援センター（高齢者等相談窓口）

0 10 20 30 40 50 60（％）

キャリアプランの策定

手当支給や人事上の配慮

自己啓発支援

ＯＦＦ－ＪＴ

計画的なＯＪＴ

■
どちらでもない

■
役に立つ

■
大いに役立つ
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問　
公
民
館
は
、
社
会

教
育
法
の
制
約
を
受
け
、

政
治
・
営
利
・
宗
教
活

動
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
一
部
の
公

民
館
を
除
い
て
、
稼
働

率
は
低
い
。
ま
た
、
年

間
予
算
も
14
館
で
約
３

億
円
と
高
額
に
な
っ
て

い
る
。

　

名
称
を
改
め
、
ア
ー

ラ
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

よ
う
に
営
利
的
な
利
用

な
ど
も
認
め
て
、
利
用

範
囲
を
広
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
公
有
財

産
の
運
用
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
中
で
、
十
分

に
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。

問　
平
成
26
年
度
よ
り
、

県
営
水
道
料
金
が
10
％

引
き
下
げ
ら
れ
、
新
た

に
約
１
億
１
千
万
円
の

財
源
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
市
民
要

望
の
高
い
水
道
料
金
を

多
少
で
も
引
き
下
げ
ら

れ
な
い
か
。

水
道
部
長　
本
市
の
水

道
会
計
は
慢
性
的
な
赤

字
体
質
に
あ
る
。
こ
れ

ま
で
赤
字
は
、税
金（
一

般
会
計
）
等
で
補
て
ん

さ
れ
て
き
た
。
県
営
水

道
料
金
の
値
下
げ
に
伴

う
財
源
は
、
赤
字
体
質

の
改
善
と
、
今
後
多
額

の
費
用
を
要
す
る
施
設

の
耐
震
化
や
老
朽
管
路

等
の
更
新
の
た
め
の
財

源
と
し
た
い
。
従
っ
て
、

値
下
げ
で
き
る
環
境
に

は
な
い
と
考
え
る
。

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方

水
道
料
金
は
下
げ
ら

れ
な
い
か

市内 14の各地域にある公民館

山
やま
根
ね
　一
かず
男
お

問　
文
部
科
学
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
24

年
度
に
お
け
る
学
校
給

食
費
の
未
納
分
が
、
推

計
で
約
22
億
円
に
上
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
本
市
の
平
成
22
～

24
年
度
の
給
食
費
滞
納

者
の
世
帯
数
と
滞
納
額

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
平
成
22
年
度
末
の
滞

納
世
帯
は
１
５
９
世
帯
、

滞
納
額
が
約
７
８
９
万

円
。
平
成
23
年
度
末
の

滞
納
世
帯
は
１
６
１
世

帯
、
滞
納
額
が
約
８
７

３
万
円
。
平
成
24
年
度

末
の
滞
納
世
帯
は
１
６

７
世
帯
、
滞
納
額
が
約

９
６
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

問　
給
食
費
を
支
払
わ

な
い
家
庭
に
つ
い
て
の

対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
文
書
、
電
話
で
の
納

入
依
頼
、
督
促
状
の
発

送
等
の
対
応
を
し
て
お

り
、
24
年
度
か
ら
弁
護

士
と
学
校
給
食
費
未
収

金
回
収
業
務
委
託
契
約

を
結
び
、
滞
納
家
庭
か

ら
の
回
収
の
促
進
を
図

っ
て
い
る
。
24
年
度
の

回
収
実
績
は
２
世
帯
で

11
万
４
４
７
０
円
、
25

年
度
は
２
月
20
日
時
点

で
４
世
帯
、
16
万
１
６

９
０
円
を
回
収
し
て
お

り
、
今
後
も
未
納
分
の

回
収
に
努
力
し
て
い
く
。

給
食
費
滞
納
に
対
す
る
取
組
み
は

未
収
金
回
収
業
務
委

託
に
し
た
成
果
は

可児市教育委員会が作成したマニュアル

板
いた
津
ず
　博
ひろ
之
ゆき

11　　かに市議会だより　2014.5.1

ここが聞きたい



教
育
福
祉
委
員
会
で

は
平
成
26
年
１
月
21
日・

22
日
の
２
日
間
の
日
程

で
、
大
阪
府
箕
面
市
・

茨
木
市
、
三
重
県
亀
山

市
の
３
市
へ
、
行
政
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

 

箕
面
市

 

新
放
課
後
モ
デ
ル
事
業

箕
面
市
で
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、「
学

童
保
育
」
と
「
遊
び
場

開
放
事
業
」
を
社
会
福

祉
協
議
会
へ
委
託
し
行

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
両
事
業
が
も
っ
と

補
完
し
合
い
連
携
が
図

れ
な
い
か
と
い
う
市
教

育
委
員
会
の
思
い
と
、

学
童
保
育
で
宿
題
の
支

援
を
求
め
る
保
護
者
の

声
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
内
小
学
校
２

校
を
モ
デ
ル
校
に
し
、

「
新
放
課
後
モ
デ
ル
事

業
」
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で

は
、
宿
題
を
支
援
す
る

た
め
の
ス
タ
デ
ィ
ル
ー

ム
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
学
習
、
運
動
、
体

験
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
用
意
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
選

ん
で
参
加
で
き
る
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

民
間
を
含
め
た
公
募
で

選
定
さ
れ
た
受
託
業
者

が
、
学
校
や
地
域
の
事

情
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
一
体
的
に

運
営
し
て
い
ま
す
。

特
に
ス
タ
デ
ィ
ル
ー

ム
は
、
担
任
の
先
生
が

各
々
の
子
ど
も
の
授
業

を
補
う
上
で
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

茨
木
市

 

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

茨
木
市
で
は
、
平
成

16
年
度
に
地
域
住
民

や
関
係
団
体
が
連
携

し
、
高
齢
者
に
対
し
て

見
守
り
や
声
か
け
を
行

う
「
高
齢
者
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

構
築
し
ま
し
た
。
そ
の

後
支
援
の
対
象
を
全
て

の
要
援
護
者
に
拡
大

し
、
平
成
23
年
度
か
ら

は
「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

事
務
局
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
（
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、
看
護
師

な
ど
で
養
成
研
修
等
を

修
了
し
た
者
）
は
、
関

係
者
が
課
題
を
共
有
し

連
携
を
図
る
た
め
の
つ

な
ぎ
役
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
総
合
相
談

窓
口
「
福
祉
ま
る
ご
と

相
談
会
」
を
各
公
民
館

で
開
催
し
、
地
域
の
民

生
児
童
委
員
が
相
談
に

応
じ
、
要
援
護
者
の
早

期
発
見
、
早
期
対
策
に

も
つ
な
が
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
の
地
域
版
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

亀
山
市

 

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

亀
山
市
で
は
、
と
ぎ

れ
の
な
い
子
ど
も
支
援

の
一
元
化
を
目
指
し
、

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

が
核
と
な
り
、
保
健
、

福
祉
、
教
育
、
医
療
が

連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
を
構
築
し
、
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
支

援
体
制
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
受
け
付
け
、
臨
床
心

理
士
を
は
じ
め
複
数
の

専
門
家
チ
ー
ム
で
対
応

し
、
必
ず
週
１
回
の
ケ

ー
ス
会
議
で
検
討
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ケ
ー
ス
フ

ァ
イ
ル
と
し
て
共
有
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
個
別
面
接

や
発
達
に
つ
ま
ず
き
を

持
つ
子
ど
も
へ
の
療
育

と
保
護
者
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

今
回
の
視
察
で
は
、

課
題
や
目
的
に
合
っ
た

事
業
者
の
選
定
や
専
門

的
知
識
を
備
え
た
人
材

の
確
保
と
そ
の
役
割
の

大
切
さ
、
専
門
家
チ
ー

ム
で
の
会
議
と
そ
の
情

報
の
共
有
化
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

スタディルームの様子

茨木市での視察風景

察視
報
告

教育福祉委員会
　◇大阪府箕面市
　◇大阪府茨木市
　◇三重県亀山市
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平
成
25
年
４
月
に
可

児
市
議
会
基
本
条
例
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
条
例
中
に
お
け
る

議
員
の
定
数
及
び
報
酬

の
根
拠
を
示
す
必
要
が

あ
る
こ
と
、
及
び
委
員

会
機
能
の
充
実
の
観
点

か
ら
、
常
任
委
員
会
の

体
制
や
そ
の
所
管
事
務

に
つ
い
て
も
調
査
研
究

の
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
８
月
に

議
長
よ
り
議
会
運
営
委

員
会
に
対
し
次
の
４
項

目
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ

ま
し
た
。

①
議
員
定
数

に
つ
い
て

②
議
員
報
酬

に
つ
い
て

③
常
任
委
員

会
の
体
制
に

つ
い
て

④
常
任
委
員

会
の
所
管
事

務
に
つ
い
て

こ
の
諮
問

に
よ
り
、
議

会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
、

議
会
改
革
調
査
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
調
査
研
究

す
る
こ
と
と
な
り
、
川

合
敏
己
副
議
長
を
座
長

に
、
澤
野
伸
議
員
、
山

田
喜
弘
議
員
、
伊
藤
英

生
議
員
、
伊
藤
壽
議
員

の
５
人
が
メ
ン
バ
ー
と

し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
の
会
議
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
方
向
性
や
進
め
方
が

確
認
さ
れ
、
第
２
回
の

会
議
で
は
、
議
員
報
酬

を
議
論
す
る
上
で
、
広

範
に
わ
た
る
議
員
活
動

を
分
類
し
、
そ
の
量
的

把
握
が
必
要
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い

て
活
動
分
類
表
に
基
づ

く
活
動
記
録
を
つ
け
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。第

３
回
・
第
４
回
で

は
個
別
の
テ
ー
マ
に
対

し
て
、
算
定
の
手
法
な

ど
様
々
な
意
見
を
集
約

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
議
論
を
踏

ま
え
、
議
員
派
遣
に
よ

り
平
成
26
年
２
月
14
・

15
日
の
２
日
間
、
福
岡

市
で
催
さ
れ
た
「
議
会

改
革
と
議
員
報
酬
の
あ

り
方
」
の
研
修
を
受
講

し
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
先
進
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
の
議
会
を
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
、理
論・

実
務
の
両
面
で
学
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
現
在

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
行
っ
て
い
る
議
論
の

到
達
点
に
つ
い
て
比
較

検
証
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
５
回
、

第
６
回
の
会

議
で
は
、
委

員
会
の
あ
り

方
等
に
つ
い

て
議
論
し
ま

し
た
。

平
成
24
年

に
予
算
決
算

委
員
会
が
常

任
委
員
会
化

し
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ

ま
で
の
３
常
任
委
員
会

の
所
管
事
務
が
今
後
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
常
任
委
員
会
そ
の

も
の
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
い
く
つ
か
の
自
由

裁
量
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
も
考
慮
し
、
可
児
市

議
会
と
し
て
最
適
な
委

員
会
配
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
３

月
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
中
間
報
告

を
議
会
全
体
に
対
し
て

行
い
、
各
議
員
の
情
報

共
有
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
各

課
題
や
項
目
別
に
調
査

研
究
を
進
め
、
そ
の
結

果
を
６
月
議
会
の
議
会

運
営
委
員
会
に
報
告
す

る
方
向
で
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。

可
児
市
議
会
基
本
条

例
で
は
、
そ
の
前
文
に

お
い
て
「
議
会
が
、
市

民
福
祉
の
向
上
及
び
地

域
社
会
の
活
力
あ
る
発

展
を
目
指
し
活
動
し
て

い
く
た
め
に
は
、
主
権

者
で
あ
る
市
民
か
ら
直

接
選
挙
で
選
ば
れ
、
そ

の
意
思
を
代
表
す
る
議

事
機
関
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
そ
の
責
務
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。」
と
あ
り
、
さ

ら
に
第
３
条
第
２
項
に

は
「
市
民
の
多
様
な

意
見
を
的
確
に
把
握
し
、

こ
れ
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
政

策
提
言
、
政
策
立
案
等

を
行
う
こ
と
。」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
可
児

市
議
会
が
従
来
か
ら
の

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
果
た
す
だ
け
で
は
な

く
、
政
策
評
価
・
政
策

立
案
型
議
会
へ
と
転
換

す
る
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
こ
う
し
た
可
児
市

議
会
の
方
向
性
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
議
員

報
酬
・
定
数
・
委
員
会

の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
今
後
も
議
論

を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

プロジェクトチーム会議の様子

議員派遣により福岡での研修に参加

議会改革調査研究プロジェクトチーム活動報告
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可
児
市
議
会
は
、

議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
平
成
26
年
度

第
１
回
議
会
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
、
広
見
地
区
・

土
田
地
区
・
帷
子
地

区
の
３
地
区
で
開
催

し
ま
す
。

〈
広
見
地
区
〉

日
時　
５
月
17
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
よ
り

場
所　
広
見
公
民
館

　
　
　
１
階
会
議
室

〈
土
田
地
区
〉

日
時　
５
月
18
日（
日
）

　
　
　
午
後
2
時
よ
り

場
所　
土
田
公
民
館

　
　
　
２
階
視
聴
覚
室

〈
帷
子
地
区
〉

日
時　
５
月
24
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
よ
り

場
所　
帷
子
公
民
館

　
　
　
２
階
会
議
室

報
告
内
容

①
平
成
26
年
度
予
算

審
査
に
つ
い
て

②
空
き
家
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

事
前
の
参
加
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
市
議

会
に
対
す
る
生
の
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
た
び
、
教
育

福
祉
委
員
長
で
あ
っ

た
天
羽
良
明
議
員
が
、

市
が
公
募
し
て
い
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建

設
事
業
の
申
請
に
関

わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
、
委
員
長
を
辞

任
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
と
し
て
不

適
切
で
あ
る
と
同
時

に
、
市
民
の
信
頼
を

損
な
い
か
ね
な
い
結

果
と
な
っ
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
市
議

会
で
あ
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
事
案
に
対

し
厳
し
く
対
処
し
て

ま
い
り
ま
す
。

可
児
市
議
会
議
長

議
員
が
自
ら
他
の
自
治
体
等
を
訪
れ
、そ
の
先

進
的
な
取
り
組
み
を
直
接
把
握
す
る
こ
と
は
、

議
員
活
動
を
す
る
上
で
有
益
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
議
会
で
行
政
視
察
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
毎
年
可
児
市
に
も
、
先
進
的
な
施
策
や
事
業
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
た
め
、
日
本

各
地
の
議
会
か
ら
、
行
政
視
察
に
来
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
も
、
30
議
会
２
１
５
人
の
視
察

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
視
察
を
受
け
入
れ
る
際

に
は
、
市
内
で
の
宿
泊
や
飲
食
を
お
勧
め
す
る

な
ど
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に
も
配
慮
し
て
い

ま
す
。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

 

教
育
福
祉
委
員

 

長
の
辞
任
に
つ

 

い
て

 

行
政
視
察
の
受
け
入
れ

平成 25年度の議会報告会の様子

議会改革について説明する川上議長
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議 会 レ ポ ー ト このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っているさま
ざまな活動を、写真で報告し
ていきます。

▲教育福祉委員会懇談会
（２月５日）

教育福祉委員と民生委員で懇談会を行いま
した。民生委員の任期や後継者、地域の協力、
制度の隙間をどう埋めるかなど、さまざま
な意見交換を行いました。

▼高校生議会
（２月 10 日）

可児高等学校が行っている、「地域課題解決
型キャリア教育」の年間活動報告および、
議員や市職員などを交えたグループ討議を
行いました。

▲予算決算委員会研修会
（２月 12 日）

委員会機能充実の一環として、講師に㈱野
村総合研究所の川本達志氏を迎え、予算決
算委員会主催の研修会「議員の立場からの
予算書の見方、読み方。その審議のポイント」
を開催しました。

▼子ども議会
（１月 31 日・２月４日）

議会をより身近に感じてもらうため、広見
小学校と桜ケ丘小学校による子ども議会を
開催しました。子どもたちは、少し緊張し
た面持ちで、一般質問などを体験しました。
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gikai-dayori@
city.kani.lg.jp
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「かに市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

2014.5.1
　 第

51号

兼 山 桜まつり

久々利 ふれあい祭り

春 里 こどもまつり

日頃の練習の成果を披露春らんまんの蘭丸ふる里の森

真剣なまなざしで物作りをする子どもたち

おじゃまします
チョット

広報委員：まだ高校１年生ということですが、もう進路は決めていますか。
田上さん：私は政治経済に興味があるので、大学で政治や法律について学び

たいです。
可児くん：僕は医療系に進むか、地域学を学びたいと考えています。
広報委員：地域課題解決型キャリア教育（エンリッチプロジェクト）に参加

されて何を感じましたか。
田上さん：しっかりと目標を持って参加している人ばかりで、とてもいい影

響を受けました。
広報委員：エンリッチプロジェクトに参加してみてよかったですか。
田上さん：大人の人と交流する機会があまりなかったので、市役所の人や市長さん、議員さんと話すことが出

来て「大人はすごいな、早く大人になりたいな」と思いました。
広報委員：グループ討議をやってみて、どう感じましたか。
可児くん：色々な立場の人から様々な意見を聞くことができ、視野が広がりました。
広報委員：２月 10日は本会議場で高校生議会を行いましたが、議場で発表した時は緊張しましたか。
田上さん：議場の厳粛な雰囲気に圧倒されて、すごく緊張しました。
広報委員：議会だよりは読んだことがありますか。
可児くん：50号は読みました。議会はとても幅広いことを扱っているなと感じました。
※エンリッチプロジェクトとは・・・生徒達が１年間を通して幅広い職種の社会人と地域課題の解決策を考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　ながら、自身の将来像を描くキャリア教育です。

	 今回は可児高等学校の生徒二人に取材をさせてもらいました。二人とも高校1年生とは思えないほど
自分の思いや考えをはっきりと話してくれました。エンリッチプロジェクトは生徒が大人と交流するなかで視野が広が
り、自分の進路に向かって積極的な行動が取れるようになる素晴らしい取り組みだと感じました。

取材を終えて

※今回は板津博之副委員長と天羽良明委員が、2月10日の高校生議会
に参加した可児高等学校１年生の可児 滉大（かに こうだい）くんと
田上 智子（たがみ さとこ）さんにお話を聞いてきました。

６月 ３日	 開会（議案説明）
６月 10・11・12 日	 一般質問・質疑
　　17 日	 総務企画委員会
　　18 日	 建設市民委員会
　　19 日	 教育福祉委員会
　　20 日	 予算決算委員会
　　26 日	 最終日
　　　　　　　（委員長報告・討論・採決）
　　会議は午前９時開会の予定です。
　　日程は、都合により変更となる場合もあります。

第２回定例会のお知らせ
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地域のかがやき地域の笑顔


